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はじめに

　「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト（正式名称：小規模事業者地域力活用新
事業全国展開支援事業）」は、日本商工会議所が、中小企業庁の補助を受け、平成18
年度から実施している事業です。各地域の商工会議所ならびに小規模事業者等が連携
して、地元の資源を活用した新たな特産品や観光商品の開発およびその販路拡大など
について、全国の商工会議所を通じ支援しております。
　平成29年度は、事業計画の策定を行う「調査研究事業」が25件、全国規模のマーケッ
トを狙った特産品や観光商品の開発およびその販路拡大を行う「本体事業１年目」が
14件、そして、以前に本体事業で取り組んだ内容のブラッシュアップを行う「本体事
業２年目」が７件の計46件のプロジェクトを実施しました。
　また、当所では全国各地のプロジェクトを側面支援すべく、円滑な業務遂行をアド
バイスする専門家の派遣や、商品改良から販売戦略の立案、商談のアドバイスまでを
一貫してサポートする事業を実施したほか、地域振興を推進するためのコーディネー
ト能力や事業計画策定力の向上を図る商工会議所職員向け研修を実施しました。さら
に、販路開拓を支援するため、共同展示商談会やテストマーケティングを開催すると
ともに、本プロジェクトで開発された商品について、冊子・ホームページを通じバイヤー
向けの情報発信を行いました。
　本書は、本年度に実施された46プロジェクトの事業内容や今後の展開などについ
て取りまとめたものです。全国規模のマーケットを狙う小規模事業者・中小企業なら
びに地域活性化に尽力される商工会議所の皆様の参考資料としてご活用いただければ
幸いに存じます。
　最後に、本書の作成にあたり多大なご支援・ご協力をいただきました各地商工会議
所の担当者様、中小企業庁をはじめとする関係機関、各プロジェクトの推進に携わら
れた関係者の方々に対しまして、改めて厚くお礼申しあげます。

平成 30年 3月
日本商工会議所
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「夜間観光サービス」開発事業

さっぽろワンハンドスイーツを 
核とした食べ歩き観光プロジェクト

「日本最北端わっかない特産品開発プロジェクト」

JNO MOMBETSU～夏場の観光開発による観光の産業化～

富良野自然３６景発掘調査事業

「室蘭・伊達・登別　魅力再発見プロジェクト」

久慈産「琥珀」を活用した新商品開発及び 
地域ブランディング事業

面積日本一の盆地と豪雪による特産品を活用した 
新商品開発事業

南洲神社がある街のツアー商品造成事業

「軟水の都ながい」の菊芋が織りなす 
６次産業推進事業

火焔型土器のクニ　十日町　縄文ツーリズム　プロジェクト

商議所連携で相互の魅力を生かした 
新商品開発と販路拡大事業

奥能登国際芸術祭活用　観光・特産品開発事業

「真田REDアップルパイ」による 
地域連携型6次産業化の推進

南アルプス観光魅力創出プロジェクト 
～日本一のトレッキングコースづくり～

ほしいも魅力発信プロジェクト

ユネスコ世界遺産登録　都市間連携新商品開発事業

二宮尊徳を活用したニューツーリズム開発と 
地域経済活性化事業

「桐生マフラー・ストール」ブランド化事業

川越市郊外を活用した体験・学習型観光商品開発事業

成年式発祥の地　埼玉県蕨市の大人の銘菓開発プロジェクト

「水辺のアーバンアクティビティ・シティ越谷」プロジェクト

佐原の大祭を活用した通年型観光資源作成プロジェクト

マンガ・アニメと地域資源を融合したコンテンツ活用による 
新観光創出事業
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調査事業

地域資源（希少糖・酒等）を活用した特産品開発プロジェクト
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地域経済の活性化のためには、地域の小規模事業者の育成が
重要である。本事業では、小規模事業者の新規事業展開を支援
し、経営力の向上を図ることを目的としている。小規模事業者が
多様化する消費者ニーズを的確に把握し、全国規模の市場に向
けた製品の開発、事業展開を行えるよう、日本商工会議所と全
国の商工会議所が連携して、支援する事業スキームになってい
る。

地域の小規模事業者による全国規模のマーケットを狙った新
規事業展開を支援するため、全国の商工会議所などが小規模事
業者と協力して進める特産品や観光商品の開発およびその販路
開拓事業「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト」につい
て、幅広く支援する。

1 事業の目的

3 事業スキーム

◎地域の資源（農林水産物・文化・技術など）を活かした新た
な製品（特産品など）の開発または改良に関する事業およびそ
の販路開拓または普及に関する事業。
◎地域の資源（名所・施設・産業など）を活用した新たなサー
ビス事業や観光資源の PR など観光に関する事業およびその
販路開拓または普及に関する事業。

◎地域の課題（少子高齢化、人口の都市部偏在、過疎など）の
解決に資する事業。

4 対象事業

2 事業の内容

「小規模事業者地域力活用新事業創出支援事業」
の概要

5 実施件数　※商工会議所分のみ

平成18年度 84 件（うち共同実施9件）

平成19年度 95 件（うち共同実施14件）

平成20年度 96 件（うち共同実施8件）

平成21年度 96 件（うち共同実施5件）

平成22年度 108 件（うち共同実施13件）

平成23年度 93 件（うち共同実施5件）

平成24年度 98 件（うち共同実施11件）

平成25年度 79 件（うち共同実施8件）

平成26年度 81 件（うち共同実施10件）

平成27年度 76 件（うち共同実施6件）

平成28年度 66 件（うち共同実施3件）

平成29年度 46 件（うち共同実施6件）

調査研究事業 25 件
本体事業1年目 14 件
本体事業2年目 7 件

（内訳）



注目プロジェクト
プロジェクトの成果として生み出された数多くの開発商品。

食・技・旅の3分野で注目されている商品について、
開発背景や成功要因を詳しく紹介する。

最初は自覚なかった“パンの街”。
職人の魂が宿ったシューケーキが誘う
総社商工会議所

地域の誇る素材をつめこんだ、
“メイドイン岐阜”の逸品で地域を変える
岐阜商工会議所

武将をテーマにした観光開発で広域連携を推進
点と点が線になり、面に拡がる
上田商工会議所・上越商工会議所



初年度の経済効果は年間１億円
平成29年11月12日、総社商工会議所（岡山県）主

催の『プレミアム総社パンマルシェ』が開催された。
同イベントは、オリジナルの創作ご当地パン『フルー
ツシューケーキ』発売１周年を記念したものだ。会場
となったサンロード吉備路には、総社市内外から抽選
で選ばれた約100人が参加。当日は秋の新作が振る舞
われたほか、シンガーソングライターの嘉門タツオさ
んが駆け付けて、この日のために書き下ろした総社の
応援歌『So-Ja! パンわーるどの歌』を披露して花を添
えた。平成28年10月に全国展開支援事業を終了してか
ら既に１年が経過してもなお、この盛り上がりだ。

この活動は、ご当地パンをテコに地域を “パンの街”
として盛り上げようという「パンわーるど総社／ So-
Ja! pan 事業」の一環。平成28年度の本体事業でフル
ーツシューケーキを完成させていたが、この日発表さ
れた集計によると、平成28年11月の発売開始から翌9
月末までで経済効果9588万円、参加した事業者の売上
は昨年比で平均39％増、市外からの新規誘客が同30％
増に達したことが告げられた。

事業スタート当初、「こうなったらいいなと夢想はし

ていたけれど、本当にここまで発展するとは」と、事
業を企画した平田洋之氏さえ驚くほどの成果だ。いま
でも事業者が自主的に季節ごとの新作パンを発表する
など、切磋琢磨しながら発展させている。地元のマス
コミにもたびたび取り上げられ、認知度も継続的に向
上。初年度の理想的なロケットスタートから、自立し
て歩みはじめ、補助事業を卒業した格好だ。

“総社といえばこれ”というものがない
パンの街として新たな一歩を踏み出した総社だが、

事業の背景には、どこの地域にも共通するある悩みが
あった。

ある悩みとは何か ? 　総社市は、古代にこの地方が
「吉備」と呼ばれていた時代の中心地で、古い史跡が
多く残され、豊かな自然が生み出す景勝地、昔話『桃
太郎』のモチーフになったといわれる鬼ノ城など地域
資源は豊富にある。一方、新産業都市の一角を占め、
工場誘致も好調。人口も増加傾向にあり、市政は順調
そうに見える。しかし、「地域の代名詞となるような、
“総社といえばこれ” というものがない」のが悩みだっ
た。

発展を続ける市政。けれども、東隣の岡山市、南隣
の倉敷市に比べて全国的な知名度は低く、経済規模も
小さい。知名度を上げる足掛かりになるものが欲しい。
総社に注目してもらう方法はないものか、探していた
中でたどりついたのがパンだった。

ヒントになったのは、創業90年の老舗パン店『トン
グウ』の油パンは市民なら誰もが知るソウルフードで
あり、その他にも多くのファンに支持される独創的な

発表会では試作品を考案
した店主自らメディアに出
て商品を解説

最初は自覚なかった“パンの街”。
職人の魂が宿ったシューケーキが誘う

注目プロジェクト

坂本慎二氏

総社商工会議所
業務課課長

吉田宣弘氏

株式会社トングウ
代表取締役

難波伸樹氏

ナンバベーカリー
オーナー

平田洋之氏

総社商工会議所
指導課課長

小野朋美氏

総社商工会議所
総務課

〒719-1131　岡山県総社市中央６丁目９-108
TEL： 0866-92-1122　FAX：0866-93-9699　URL：http://www.soja-cci.sakura.ne.jp/cci/総社商工会議所（岡山県）
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パン屋さんが身近にあること。また、岡山県内で発行
されるタウン誌が、総社を “パン王国” と位置づけて
いたこと。調べてみると県全体でパン食が盛んで、隣
の岡山市はパンの消費量で全国３位。その岡山市に人
口比換算で匹敵するパン店が総社にはある。大手製パ
ン会社の工場もあって、生産量では総社が県下一だ。
そういえばパンをよく食べるし、自分たちでは自覚し
ないうちに、パン食の文化が浸透していたことがわか
った。そこで、パンを手掛かりに地域活性化を図る方
法が検討されたのだ。

職人魂に火が付いた
平成27年度の全国展開支援事業（調査事業）に参加

すると、早速、オリジナルのパン作りに取り掛かる。
パン食文化の先進地である神戸市の視察などを通し
て、フルーツ系の白あんを使った「シューケーキ」と
いうアイデアに行きついた。これに、総社特産の古代
米「赤米」を混ぜることで地域の特色を出す。さらに、
独自性のある素材として、無発酵で作るマフィンタイ
プのパン、ポップオーバーをベース生地に使うという
基本路線が固まった。

翌平成28年度の本体事業で、趣旨に賛同してくれた
市内のパン店など12店が参加し、それぞれにオリジナ
ルのシューケーキを試作することに。ところが、これ
が思いのほか手間取る。誰もポップオーバーを作った
ことがない上、パンが本職ではないカフェやレストラ
ンも含まれる。うまく膨らまなかったり、焦がしてし

まったり、苦戦する事業者が
続出。ついには、「もう無理」
というあきらめの声まで聞か
れた。

２ヵ月後に予定されていた
試作品の発表会まで時間がな
い。プロジェクトは一気に暗
雲に包まれる。しかし、何が
奏功するかわからないもの。
試作品に苦戦したことが、事
業者同士の交流を活発にし
た。「うちはこうやってる」、「うちはこれでうまくいっ
た」といった情報交換をするようになり、そうして交流
が生まれると結束が強くなるのに加え、「負けたくない、
よそと同じことはしたくない、という気持ちが強くなっ
た」（難波氏）。

現状に満足せず新たな発信を続けていく
発表会ぎりぎりまで試作品のブラッシュアップを重

ねただけあって評判は上々。メディアに大きく取り上
げられると、事業者のやる気はさらにヒートアップし、
本体事業の終了を待ちきれなくなった。そこで事業期
間を途中で繰り上げ、平成28年11月に各店が製作した
シューケーキの一斉発売に踏み切った。

販売数は順調に伸び、翌年になっても、春には「イ
チゴバージョン」、夏には「アイスパン」、秋には「秋
バージョン」と新作が発表され、その勢いはとまらな
い。結果、発売から10 ヵ月後の平成29年９月末まで
の累計で、フルーツシューケーキだけで１万7000個以
上を販売。参加店の売上増加額は6384万円に達した。
さらに県内の他市で出店を検討していた事業者が、パ
ンわーるどの盛り上がりを見て、総社市へ切り替えて
出店。この投資額などを含めて、経済効果にして約１
億円という成果につながっている。波及効果まで含め
ると、そのインパクトは大きい。

委員の一人として活動するトングウの吉田氏も「パ
ン屋さんが増えると経営が大変なのでは？　という声
もあるけれど、逆。いろいろなパン屋さんができれば
お客さんの認知が広がり、売りやすくなる。するとさ
らにおいしいパンを求め、総社のパン業界がもっと盛
り上がる」と総社パンわーるどの意義を強調する。

調査事業から数えて３年でここまできたが、本来の
目指すところは、パンをきっかけに総社に来てもらい、
パン屋さんの売上を伸ばし、パン屋さんと共に総社地
域を活性化させること。そのために、「現状に満足せず
新たな発信を続けていく」（坂本氏）という。

１周年記念イベントではオ
リジナルソングを発表

個性豊かな味が楽しめるのも魅力のひとつ

次々と新たな発信をするのも
重要。平成29年には11月6日
を『パンわーるどの日』に制定

7



“メイドイン岐阜”のシャツを作ろう

岐阜が繊維の街として発展を遂げたのは意外に新し
く、戦後、満州からの引揚者が国鉄（当時）岐阜駅前
の空き地に集まり、古着や軍服を売るバラックを建て
たのが始まり。古着の在庫がなくなると、市内の生産
者と協力してオリジナルの既製品を製造・販売するよ
うになり、岐阜繊維問屋街が形成された。一般的な繊
維製品の産地は、工程やパーツごとに生産地が分かれ、
販売地も異なることが多いのに比べて、紡織から縫製、
製品の販売まで市内で完結しているのが岐阜の繊維産
業の大きな特徴。後に、国内有数のアパレル産業集積
地として発達していってもこれは変わらなかった。

しかし、近年、繊維産業そのものが安い海外産品に
押されて低迷していく中、岐阜のアパレル産業も徐々
に活力を失い、問屋街からも人の波が消えていった。
そんな状況を打破しようと岐阜商工会議所が呼びかけ
たのが「岐阜シャツプロジェクト」だった。

すべての原料の調達から、製造・販売まで岐阜県域
で完結できるという特性を生かし、岐阜市でしかでき
ない “メイドイン岐阜” を集結した究極のシャツを作り、
岐阜産アパレルのブランド化を図ろうという野心的な
試みである。趣旨に賛同してくれた事業者を集め勉強
会が開かれるようになったのが平成26年のことだった。

目指すは地域発信のブランド

最初に手を挙げたのは市内の繊維関連業者５社。話
はすぐ盛り上がり、実際のシャツ作りに着手すること
になった。まず取り掛かったのは「岐阜らしさとは何
か」を明確にすることだった。

伝統産業に現代風のアレンジを加え、流行りに乗っ
た売れるものを作るという考え方もある。しかし、岐
阜シャツプロジェクトが目指したのはそこではなかっ
た。「ただ単に “国内で生産しました” ではなく、“岐
阜を象徴するような、どこにもないオリジナルのシャ
ツを一から創造する” がテーマだった」（市村氏）。

地域の誇る素材をつめこんだ、
“メイドイン岐阜”の逸品で地域を変える

注目プロジェクト

市村敦史氏

岐阜商工会議所
理事兼事務局次長
中小企業相談所長兼
振興部長

武藤昭成氏

柏屋商事株式会社
代表取締役

小林隆臣氏

プロジェクト
コーディネーター

鬼頭貴士氏

岐阜商工会議所
中小企業相談所
振興部振興課課長

森島悠氏

岐阜商工会議所
中小企業相談所
振興部振興課

展示会での出会いにより販路拡大への道が拓かれた

購入型のクラウドファンディングに挑戦。100着強を販売

〒500-8727　岐阜県岐阜市神田町２丁目２
TEL：058-264-2131　FAX：058-264-0336　URL：http://www.gcci.or.jp/岐阜商工会議所（岐阜県）
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岐阜を象徴するシャツとはどういうものか、議論を
重ねた結果、暑い岐阜の夏を快適に過ごせるクールビ
ズを基本コンセプトにして、素材には地域を代表する
伝統産業であり、ユネスコ文化遺産にも登録される美
濃和紙を使い、デザインには地元の英雄、織田信長の
陣羽織から着想を得たスタンドカラー（立て襟）を採
用する、といったアイデアが固まっていった。そうし
て、１年かけて最初のモデルが完成。生地には和紙を
50％混合した素材を使用、すっと立ち上がったスタン
ドカラーに七分袖という斬新なスタイルに仕上がった。

いいものはできたがどう生かすか

全国展開支援事業として事業を継承したのは製品が
完成する少し前、平成27年のことだったが、実はこの
ときまで、「オール岐阜でいいものを作ろう」というス
ローガンだけがあって、売り先は決まっておらず、そ
もそも量産もままならない状態。確かにいいものはで
きたが、それをどうやって地域活性化につなげていく
のかが大きな課題として残った。

そんな暗中模索に光が差したのは、日本商工会議所
が主催した『feel NIPPON 春2016』に出展したとき
の来場者の反応だった。「和紙を素材にした生地に強
い関心をもっていただいた。岐阜のものでちゃんと作
れば需要があるとわかり、自信になった」（森島氏）。

そこで、全国展開プロジェクトの本体事業１年目では、
プロトタイプを改良して実際に売れる商品を作り、販売
することを目標に新たな商品作りにとりかかった。

試作段階では耐久性や最終価格を考慮して和紙の混
合率を抑えていたが、展示会で要望の多かった「100
％和紙」にチャレンジすることに決め、七分袖を改め
販売しやすい長袖と半袖の２タイプにした。製品化の
見通しが立つと、購入型のクラウドファンディングを
利用した販売計画を立案。和紙100％にしたことで製
品の最終価格は１着２万5000円になったが、それでも
200万円以上の出資が集まり、最初の製品は100着強

を売り上げる結果となった。

製品が出来上がるまでの物語がカギ

作業の進行とともに議論も深まり、「岐阜シャツ」を
市内の事業者に開かれたブランドとして提供すること
によって、様々な派生商品が生まれ、岐阜を “シャツ
の産地” として盛り上げていくというゴールも見えて
きた。例えるなら、「今治タオル」のような地域と一体
になったブランドの確立である。

とはいえ、まだ最初の製品ができたばかりで知名度
も実績もない。そこで、派生商品のテストケースとな
るような取り組みとして、初期からのプロジェクトメ
ンバーで、和装卸商を営む柏屋商事を中心に、和装バ
ージョンに取り組むことになった。

和紙を生地素材に使用するという基本路線は変えず
に、特徴として襟部を信長が好んだ赤色に染めた和装
用インナーと、地域の伝統工芸である郡上染めをほど
こした浴衣の２点を前年に続き『feel NIPPON 春 
2017』に出展すると、大きな反響を得ることができ、
後の商品化に繋がっていった。

こうした結果を得ることができた背景には、製品の
仕上がりは当然として、「岐阜という地域を前面に出
し、製品が出来上がるまでのストーリーを見せられた
のがよかった」（武藤氏）という。

素材から製法まで、「岐阜シャツとはどうあるべき
か」を突き詰めて議論してきたため、なぜ和紙なのか、
なぜ立て襟なのか、一つひとつに “そうでなければな
らない確固たる理由” があり、出来上がったときには
ブランドストーリーが確立していた。多くの人がそこ
に納得感と価値を見出したのである。

全国展開支援事業としては、すでに平成28年度で完
了したが、翌平成29年度にも新たにポロシャツを開発。
市内のデパートで販売されて好評を博すなど、岐阜シ
ャツプロジェクトはさらに次の段階に向かって発展し
ている。

岐阜シャツとはどうあるべきか勉強会で徹底して議論を重ねた

ユネスコ文化遺産にも登録された美濃和紙が原点になった
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北陸新幹線延伸を契機に連携

長野県東信地方の中心都市である上田市は、長野、
松本に次ぐ県内第３の都市であり、古くは養蚕で栄え、
現在では電機・自動車など工業が盛ん。半面、中心市
街地は、上田城を中心とする城下町として発展し現在
に至る。また、塩田平地域は鎌倉時代に北条氏の所領
として発展し、多くの神社仏閣を有することから、「信
州の鎌倉」と呼ばれ、古都情緒が漂う。中でも別所温
泉地域は100% 源泉かけ流しの温泉と国宝や重要文化
財などの歴史的建造物が数多く存在する。

一方の上越市は、新潟県上越地区の中心都市で、県
内第３位の人口を擁する。国内では珍しく原油の生産
が盛んで、これに関連して鉱業や機械産業が発達して
きた歴史がある。さらに、上信越地域の海浜スポット
として人気があり、かつ、日本スキーの発祥地で現在
もスキーが盛ん。夏・冬のアウトドアエリア、海の幸
と山の幸に恵まれる土地柄だ。

そんな両市の商工会議所が広域連携事業として観光
開発で協働することになったのは平成25年のこと。も
ともと距離も近く、民間の往来も盛んな両市は姉妹都
市として各方面で交流しており、商工会議所において
も定期的に正副会頭同士の経済交流会を開くなど関係
が強い。事業開始時点で、北陸新幹線の延伸を２年後
に控え、都心からのアクセスの向上、および両市間の
移動時間が大幅に短縮することを受けて、連携事業へ
の機運が高まっていった。

満足できなかった単独事業

早速、平成26年から、地域力活用新事業∞全国展開
プロジェクトとして両会議所協働で観光開発に着手す
ると、ほどなく上田は真田氏、上越は上杉氏という、そ
れぞれ戦国最強と称される武将の出身地という共通点
から「必勝祈願」というテーマが浮かび上がり、後は、
それをどうやって形にするかを考えることになった。

こう聞くと、プロジェクトがとんとん拍子に進んだよ

地元の慣れ親しんだ旧跡が観光客には新鮮に映る（上田市眞田神社）

真田家家紋「六文銭」のように硬貨を並べる観光客（上田市長谷寺）

武将をテーマにした観光開発で広域連携を推進
点と点が線になり、面に拡がる

注目プロジェクト

秋山裕樹氏

上越商工会議所
総務課庶務係
企画政策担当係長

山﨑博昭氏

上田商工会議所
総務課係長

三浦彩音氏

上田商工会議所
総務課主事

〒386-8522長野県上田市大手1丁目10-22
TEL：0268-22-4500　FAX：0268-25-5577
URL：http://www.ucci.or.jp/　　

上田商工会議所（長野県）

〒943-8502新潟県上越市新光町1丁目10-20
TEL：025-525-1185　FAX：025-522-0171
URL：https://www.jocci.or.jp/　　

上越商工会議所（新潟県）
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うに感じるかもしれない。事実、プロジェクトはスムー
ズに進展して、２地点を結ぶ新たな観光商品が完成。
これがきっかけとなり、平成29年には甲府商工会議所
も加わり３会議所による観光連携の「三国同盟」の締結
につながった。戦国３大最強武将「真田・上杉・武田」
のタッグ実現は大きな話題を呼び、露出が一気に増え
た。まさに順調に進んだプロジェクトに思えるが、実は、
ここに至るまでには試行錯誤の道程があった。

両商工会議所による広域連携事業の前段階で、上田
は平成22年から、上越は同23年から、いずれも全国展
開プロジェクトを活用した観光振興事業にそれぞれ単
独で挑戦した経緯がある。意識調査や新たな観光ルー
トの発掘、関連商品の開発などを行い、一定の成果も
上げた。それでも、何かが足りなかった。「確かに、何
かしらの成果物は完成した。けれど、本当に地域の役
に立ったと言えるのか。プロジェクトが終わって挫折
感が残った」（上越・秋山氏）。

上田商工会議所でも思いは同じ。そんなところに持ち
上がった広域連携事業の話に、単独では果たせなかっ
た新たな可能性を感じ、両会議所は再び立ち上がった。

１＋１が３にも４にもなる

観光振興の経験はある。何をするべきかもわかって
いる。とはいえ、同じことをやっても意味がない。連
携による価値を最大化するための新たなプランが必要
だった。そこで、上田・上越両市の内外の意識格差を
分析する GAP 調査、先進事例や旅行会社の調査など
予備調査から改めて着手。そこから、武将隊による観
光ガイドの常設化、両市を結ぶ周遊バスなどの二次交
通の開通、食の提案といったポイントが浮かび上がる。

翌、平成27年の本体事業では、前年度に浮かび上が
ったポイントを形にし、真田氏・上杉氏由来の地をめ
ぐる「聖地巡礼　必勝祈願の旅」が完成した。それぞ
れ、単独事業のときと比べて、明確なテーマ性、真田
氏と上杉氏の関わりをたどるストーリー性のあるルー
ト設定、武将隊によるパフォーマンスとガイド、そし
て食が一体になった観光商品にグレードアップした。

点と点の活動が線でつながったことで、新たな広が
りを見せたわけだが、その効果が最大に発揮されたの

は、露出の増大だ。「単独でやっていたときと発信力が
まるで違う。１＋１が倍ではなく、３倍にも４倍にも
なる」（上田・山﨑氏）。

単独事業のときも、それぞれの地元紙に取り上げら
れることもあったが扱いは小さい。この点、両市の連
携と２大武将というテーマ性が関心を呼んだ。加えて、
上田は新潟県、上越は長野県の地元紙にも同時に取り
上げられるので露出は単純に言って倍。全国紙の地方
版などにも載るので実際にはもっと大きな効果が見込
まれる。

結果を出したことが次の連携を生む

上田・上越とも広域連携事業は初の試みだったこと
もあり、当初は不安もあったというが、実際に始まっ
てみるとメリットのほうが圧倒的に多かったという。
前述した露出の増加もそのひとつだが、もうひとつは
マンパワー。単純に人手が増えるのに加え、以下のよ
うな効果もあった。「内外の人や機関と話をするとき
に、『上田でもバックアップしてくれます。向こうの事
業者さんもやる気ですよ』という後ろ盾があるとまる
で反応が違う。それは上田も同じだったようです」（上
越・秋山氏）。

２商工会議所が協力して結果を出したことで、その
実績がさらなる可能性の土台になる。本体事業を終え
た翌平成28年９月、日本商工会議所と共同出展した

『ツーリズム EXPO ジャパン 2016』に上田・上越が共
同で参加したことで、甲府商工会議所との出合いが生
まれた。甲府は言わずと知れた武田氏の本拠地。その
場で、「真田・上杉・武田で連携ができたら面白い」と
盛り上がり、翌年、本当に連携が実現したのだ。これも、

「単独でやっていたらおそらく話は進まなかった。上田・
上越の連携でひとつの結果を出したことが呼び水にな
った」（上田・山﨑氏）。

本体事業終了から２年間が過ぎたが、甲府商工会議
所が当事業に新たに加わり、３地域を相互交流又は周
遊する観光コースの商品化実現に向けて動き出してい
る。さらに今後、３武将とそれぞれ因縁の深い徳川氏
を加えた４拠点連携のアイデアも浮上するなど、次の
夢に向かって走り出している。

平成29年10月、甲府も加
わり「三国同盟」を締結
（左から上田・栁澤会頭、
甲府・金丸会頭、上越・
髙橋会頭）

武将隊との掛け合いも旅
の醍醐味のひとつ（上越
市春日山城跡）

武将をテーマにした観光開発で広域連携を推進
点と点が線になり、面に拡がる

上越商工会議所
総務課庶務係
企画政策担当係長
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各地商工会議所
事業成果報告

地域資源の活用や地域の活性化などを目指し、
年間を通して活動した結果を事業毎に報告する。
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日本商工会議所
側面支援事業報告

日本商工会議所では、本事業の普及促進や各地の商工会議所が
実施するプロジェクトの支援を目的に各種事業に取り組んでいる。

共同展示商談会「feel NIPPON 春 2018」の開催

商品改良から販路開拓までの一貫支援の実施（食・技・旅）
・ヒット商品育成サポート事業（食）
・ヒット商品育成サポート事業（技）
・ヒット商品育成サポート事業（旅）

人材育成事業

広報事業

担当者研修会の開催

地域資源活用セミナー（事業説明会）の開催

事業基盤強化の実施

販路開拓手法習得支援事業

1
2

3
4
5
6
7
8

項目



本事業で開発された商品の PR と販路拡大を目的に、
東京ビッグサイトで行われた国内最大級の見本市「東京
インターナショナル・ギフト・ショー」および食の専門
見本市「グルメ＆ダイニングスタイルショー」に共同展
示商談会「feel NIPPON 春 2018」を出展、22府県の
42商工会議所が参加した。

イベント期間中に約2.7万人が来場。本共同展示商談
会ブースでは778件の商談を実施し、７割以上が採用希

望もしくは継続商談となった。

共同展示商談会
「feel NIPPON 春 2018」の開催

新商品コンテストで大賞を受賞する商品も縦長とし回遊性を高めたブースには多くの来場者を集めた

商品とPOPでわかり易く説明試食とアンケートで情報を収集

地域の特色ある商品を求めるニーズが年々高まっている試飲で聞けるパッケージに対する意見もポイント

商品説明にも熱がはいる展示方法にも工夫が沢山

取り組み

1

共同展示商談会「feel NIPPON 春2018」の開催No.1

Data
日　　程 ：平成30年２月７日（水）～９日（金）
出 展 数 ：42商工会議所
場　　所 ：東京ビッグサイト・東７ホール
来場者数 ：約２万7000人（同時開催のイベント来場者含む）

38



最大のテストマーケティングの機会 四つのコーナーをアイキャッチに展示ブースを展開

一般消費者向けテストマーケティングを築地で実施

原材料と商品を同時に展示し、商品特性をＰＲ

商品展示に加え、試食で商品特性を伝えることも重要

展示会を変更し取引要件などがより支援事業の性格にマッチ

８商工会議所からエントリーのあった商品を対象に、
自社が取引したい市場・販路のニーズを知るためのバイ
ヤー品評会や、バイヤーからの評価・コメントを踏まえ
た専門家による個別指導を行い、商品改良や営業戦略構
築について伴走支援した。

さらに、東京都内小売店舗でのテストマーケティング
や「デリカテッセン・トレードショー 2018」への共同
出展、バイヤーとの商談機会の創出を通じ、販路開拓支
援を行った。

商品改良から販路開拓・拡大までの一貫支援の実施
（食・技・旅）

取り組み

2

ヒット商品育成サポート事業

長井、いわき、伊那、福岡、伊万里、八代、津久見、竹田

参加商工会議所

ヒット商品育成サポート事業（食）No.2

Data
○築地テストマーケティング
日　　程：平成30年１月20日（土）～３月15日（木）
出 展 数：７商工会議所12事業者26商品
場　　所： （株）極東食材

　（東京都中央区　築地場外市場「築地魚河岸」内）

○秋葉原テストマーケティング
日　　程：平成30年２月14日（水）～３月15日（木）
出 展 数：５商工会議所８事業者21商品
場　　所：日本百貨店しょくひんかん（東京都千代田区）

○共同展示商談会「ニッポンまるしぃ」
　（「デリカテッセン・トレードショー 2018」への出展）
日　　程：平成30年２月14日（水）～ 16日（金）
出 展 数：８商工会議所16事業者35商品
場　　所：幕張メッセ　４ホール
来場者数：約８万8000人（同時開催のイベント来場者含む）
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エントリー商品の募集を行い、13商工会議所が参加し
た。商業施設「まるごとにっぽん」において一般消費者
向けのテストマーケティングを実施し、その結果を踏ま
え、専門家チームによる現地指導を行い、商品改良や販
路開拓を支援した

また、バイヤーを対象とした展示会「IFFT / インテリ
ア ライフスタイル リビング」に共同出展した。本共同
展示商談会ブースでは451件の商談が行われ、多くが採
用希望もしくは継続商談となった。

ヒット商品育成サポート事業（技）No.2

ヒット商品育成サポート事業

久慈、燕、佐野、桐生、名古屋、桑名、鯖江、京都、泉大津、大和
高田、府中、有田、八代

参加商工会議所

Data
○テストマーケティング「技のヒット甲子園2017＠まるご
とにっぽん」
日　　程：平成29年８月18日（金）～ 20日（日）
参 加 者：６商工会議所７事業者61商品
場　　所：まるごとにっぽん（東京都台東区）

○共同展示商談会「技のヒット甲子園2017＠ IFFT」
日　　程：平成29年11月20日（月）～ 22日（水）
出 展 数：12商工会議所29事業者136商品
場　　所：東京ビッグサイト　西１ホール
来場者数：約１万7000人（同時開催のイベント来場者含む）

「まるごとにっぽん」は一般消費者向けのテストマーケティングの場消費者から直接意見を聞ける貴重な機会

来場者からの情報収集の絶好の機会「IFFT/インテリア ライフスタイル リビング」に出展

開放的なオープンスペースの会場は様々な人が行き交う

事業者が商品の特徴を来場者に伝える展示商品に注がれる視線は熱い

40



ヒット商品育成サポート事業（旅）No.2

人気のワークショップリアルな映像を体験できるVR設備を新導入

見て触れられる展示物の数々

全国の10商工会議所が共同出展

混み合うfeel NIPPONブース

勇ましい武将隊のパフォーマンスも登場甲冑の試着体験も人気

旅行商品の改良、販路拡大を希望する10商工会議所が
参加し、専門家による現地指導と商談シートの作成支援、
PR 用 VR 動画の制作等を行った。その後、旅行業者など
への商談機会の創出、各プロジェクトの PR を目的に、
東京ビッグサイトで開催された「ツーリズム EXPO ジャ
パン2017」に共同展示・商談ブース「『行きたくなる』が、
いっぱいある ～ニホン旅いちば～」を出展した。本展示
商談会では100件の個別商談を実施し、８割以上が採用
希望または継続商談となった。商談結果を踏まえ、参加
商工会議所に対するフォローアップコンサルティングや、
バイヤーへのヒアリングなどを実施し、商談成約に向け
た継続支援を行った。

Data
○共同展示商談会「『行きたくなる』が、いっぱいある ～ニ
ホン旅いちば～」（「ツーリズム EXPO ジャパン2017」へ
の共同出展）
日　　程：平成29年９月22日（金）～ 24日（日）
出 展 数：10商工会議所
場　　所：東京ビッグサイト　東５ホール
来場者数：約19万2000人（同時開催のイベント来場者含む）

ヒット商品育成サポート事業

登別、弘前、久慈、酒田、新庄、上越、糸魚川、上田、塩尻、西条

参加商工会議所
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人材育成事業No.3

地域振興事業を推進するコーディネート能力の向上を図るため、地域資源を活用した新事業創出に成功した地域への訪
問調査や有識者による講演、事例に基づくワークショップなどを交え、地域資源の発掘から商品開発・事業化・販路開拓
に至るまでのノウハウ・手法を学ぶ実戦形式の研修会を６回実施した。

人材育成事業
取り組み

3

Data
【事業共創プロデューサー能力育成研修会（気仙沼）】
日　　程：平成29年９月27日（水）～ 28日（木）
場　　所：気仙沼・海の市（宮城県気仙沼市）
参 加 者：10名（８商工会議所）
講　　演：
○「 気仙沼の観光の産業化の取り組みについて」 

気仙沼商工会議所　会頭、気仙沼観光推進機構　副会長、 
一般社団法人気仙沼地域戦略　理事長　菅原　明彦　氏 
一般社団法人気仙沼地域戦略　理事　森　成人　氏

○「 DMO を成功させる秘訣」 
山梨大学　生命環境学部　 
地域社会システム学科　教授　田中　敦　氏

実地調査：
○「ちょいのぞき市場の復興物語」（気仙沼魚市場）
○「 ちょいのぞき取り組み説明」（気仙沼・海の市） 

アサヤ株式会社　専務取締役　　廣野　一誠　氏
○「ちょいのぞき魚の流通を学ぶ」（水産加工場・足利本店）

【事業共創プロデューサー能力育成研修会（出雲）】
日　　程：平成29年10月10日（火）～ 11日（水）
場　　所：出雲商工会議所（島根県出雲市）
参 加 者：10名（９商工会議所）
講　　演：
○「 出雲 “薬草 × 美活” プロジェクトにおける商品開発と 

首都圏での販路開拓について」 
出雲商工会議所　事務局長　石倉　敬久　氏 
有限会社あさつ／キッチンスタジオ夢の食卓　 
代表　浅津　知子　氏

○「 売れるモノづくり、販路開拓と商品開発 
～地域資源を活かした商品開発のスキル～」 
島根大学　研究・学術情報機構 
地域包含ケア教育研究センター　助教　赤井　研樹　氏

○「 『ヒットは女子から』と『地域資源』 
～地域発ヒット商品開発の視点から」 
日経 BP 社　日経 BP 総研マーケティング戦略研究所　 
上席研究員　渡辺　和博　氏

○「 RESAS（リーサス）を活用した地域分析・地域開発」 
日本商工会議所　地域振興部　主席調査役　鵜殿　裕

実地調査：出雲大社、日御碕神社、日御碕灯台

【事業共創プロデューサー能力育成研修会（豊後高田）】
日　　程：平成29年10月23日（月）～ 24日（火）
場　　所：豊後高田商工会議所（大分県豊後高田市）
参 加 者：６名（６商工会議所）
講　　演：
○「 『昭和の町』への取り組み」 

豊後高田商工会議所　会頭　野田　洋二　氏
○「 駄菓子屋の夢博物館」 

駄菓子屋の夢博物館　館長　小宮　裕宣　氏
○「 『ヒットは女子から』と『地域資源』 

～地域発ヒット商品開発の視点から」 
日経 BP 社　日経 BP 総研マーケティング戦略研究所　 
上席研究員　渡辺　和博　氏

実地調査：昭和の町、恋叶ロード

【事業共創プロデューサー能力育成研修会（名古屋）】
日　　程：平成29年11月９日（木）～ 10日（金）
場　　所：メッセナゴヤ、名古屋商工会議所（愛知県名古屋市）
参 加 者：13名（10商工会議所）
講　　演：
○「 変わるヒット商品～異業種コラボが新しい売れ筋を生む」 

株式会社東急ハンズ　新商品開発グループ　 
バイヤー　泉　徳之　氏

○「 地域発ヒット商品開発のプロセスと市場背景 
～売れる商品づくりのために」 
日経 BP 社　日経 BP 総研マーケティング戦略研究所　 
上席研究員　渡辺　和博　氏

○「 モノづくり、まちづくりにおける商品開発、事業連携手法」 
西脇プランニングオフィス代表、商店街コンサルタント、 
愛知学院大学 顧問／地域連携センター コーディネーター長 
西脇　正倫　氏

実地調査：大須商店街

【事業共創プロデューサー能力育成研修会（高岡）】
日　　程：平成29年11月28日（火）～ 29日（水）
場　　所：富山県産業高度化センター、株式会社能作（富山県高岡市）
参 加 者：４名（４商工会議所）
講　　演：
○「 伝統工芸の街、高岡のものづくりとまちづくり」 

高岡商工会議所　産業振興部　部長　大井　治幸　氏
○「 デザインで富山・高岡を元気に、富山県総合デザイン 

センターの役割～地域資源、伝統的なものづくりに 
デザインをどう掛け合せるか～」 
富山県総合デザインセンター　プロジェクトリーダー 
株式会社タグデザイン　代表取締役　デザイナー／ 
デザインディレクター　岡　雄一郎　氏

○「 技術と素材を最大限に活かしてデザインを探求する能作の
取組み」 
株式会社能作　産業観光部長　広報担当　能作　千春　氏

実地調査： 富山県総合デザインセンター、
 高岡市工芸デザインセンター、株式会社能作

【事業共創プロデューサー能力育成研修会（東京）】
日　　程：平成29年12月８日（金）
場　　所：日本商工会議所
参 加 者：23名（21商工会議所）
講　　演：
○「 東京で売れる商品、売れない商品」 

株式会社日本百貨店　代表取締役社長　鈴木　正晴　氏
○「 髙島屋のインバウンド戦略」 

株式会社髙島屋　営業推進部　 
営業推進担当課長　小島　一喜　氏

○「 日経トレンディヒット予測～地域産品の可能性」 
日経 BP 社　日経 BP 総研マーケティング戦略研究所　 
上席研究員　渡辺　和博　氏 
日経 BP 社　日経 BP 総研マーケティング戦略研究所　 
主任研究員　石井　和也　氏

実地調査：日本百貨店しょくひんかん、日本百貨店おかちまち
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本事業の認知度向上、実施プロジェクトから誕生した
商品プロモーションの支援を目的に、公式ホームページ
の情報更新を行なった。新規ユーザーを公式ホームペー
ジへ誘導するため、新たにリスティング広告として
Yahoo!「Yahoo! プ ロ モ ー ション 広 告 」と Google の

「GoogleAdWords」を利用した。同時に、Facebook ペ
ージを活用した情報発信も実施した。

また、バイヤー向け仕入れサイト『バイヤーズ・ガイド』
内で『feel NIPPON』特集を設けたり、メールマガジン

を活用したり、各種メディアへ広告掲載をしたりと、本
事業についての PR および販路開拓支援を行なった。

広報事業
取り組み

4
公式ホームページへの商品情報掲載、Facebook・メルマガなどでの情報発信

平成18～28年度に本事業で開発された商品（特産品・観光商品）について、商品データの精査と商談シートの作成・
提供を行った。

紙媒体の商品カタログ「BUYER'S GUIDE ～商談サポートシート～」は、食は約5,200名、技は約1,000名、旅は約
7,600名のバイヤー・仕入担当者・企画担当者に配付。バイヤーへの PR を行い、マッチングの促進を図った。

商品カタログ「Buyer’s Guide～商談サポートシート～」（食・技・旅）の作成

Data
WEB サイト URL ：http://feelnippon.jcci.or.jp/
Facebook URL ：https://www.facebook.com/feelNIPPON/
バイヤーズ・ガイド feel NIPPON 特集： 
特集ページ（https://buyersguide.jp/special/030/

本事業において開発された食・技の商品の常設展示を、
食のショールーム「パルズ」にて実施。ショールームス
タッフが商品の特性を踏まえ、商品改善のアドバイスや、
バイヤー・飲食店の仕入れ担当者への紹介も行った。また、

「パルズ」主催の展示会にも出展し、商品の魅力をアピー
ルした。

食のショールーム「パルズ」への常設展示

Data
【常設展示】
実施期間：平成29年10月20日（金）～平成30年3月16日（金）

【展示会】
実施期間：平成29年11月20日（月）～ 27日（月）
　　　　　平成30年2月12日（月）～ 19日（月）

スタッフがバイヤーに商品説明 feel NIPPONコーナー

広報事業No.4
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本年度初めて本事業に取り組む商工会議所を中心に専門家などを派遣し、プロジェクトを円滑に進められるよう支援し
たほか、すべての採択プロジェクトの業務遂行上の課題に対し、電話やメールなどによるアドバイスを行った。

また、過年度に実施したプロジェクトについては、要望に応じて専門家を派遣するなどの実践的な支援を展開した。

専門家を派遣

事業基盤強化の実施
取り組み

7

平成18 ～ 29年度に実施したプロジェクトの調査・分析などを行い、成功要因や課題などの抽出、商流に乗せるための
販路開拓の方策などを整理した。

また、未実施商工会議所をはじめ、次年度以降の応募を検討している商工会議所に専門家や職員を派遣し、本事業の
説明と事業の実施に向けたサポートを行った。

平成18～29年度のプロジェクトを事業評価

平成30年度以降に本事業に取り組むことを検討してい
る商工会議所の職員を主対象としたセミナーを開催。事
業概要説明や RESAS を活用した地域分析、プロジェク
ト組成に係る座学講習とともに、参加者によるプロジェ
クト立案・発表、それに対するフィードバックを行い、
参加商工会議所における事業計画策定に向けた実践的な
研修を実施した。

地域資源活用セミナー（事業説明会）の開催
取り組み

6
Data

日　　程：平成29年12月７日（木）
場　　所：日本商工会議所　会議室Ａ
参 加 者：９名（９商工会議所）
講　　師：
○「 プロジェクト組成のポイントについて」 

株式会社日本経済研究所　地域本部　 
主任研究員　前田　幸輔　氏

○「 RESAS（リーサス）を活用した地域分析・地域開発」 
日本商工会議所　地域振興部　主席調査役　鵜殿　裕

平成29年度のプロジェクト実施商工会議所の担当者を
対象に、事業を実施するに当たっての留意事項や事務手
続きなどについて説明したほか、商品の企画やブランデ
ィングに関する専門家による講演を行った。

担当者研修会の開催
取り組み

5

Data
日　　程：平成29年５月31日（水）
場　　所：日本商工会議所　会議室Ａ
参 加 者：36名（34商工会議所）
講　　演：
○「 その価値を欲しがる人はだれ？　 

必要なのは “消費者バリュー” を見極めるチカラ」 
株式会社オレンジア　代表取締役　帆足　泰子　氏

全国のプロジェクト担当者に対して留意事項等を説明

事業基盤強化の実施No.7地域資源活用セミナー（事業説明会）の開催No.6担当者研修会の開催No.5
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小規模事業者を対象に、実践研修型の販売促進事業を
実施。専門家チームが商品審査を行った後、販売ターゲ
ットを絞った商品のブランディング・PR 手法等を指導。
商品をブラッシュアップした後、都内で開催されたハン
ドメイド雑貨を集めた催事“Creema SPRING MARKET 
in 二子玉川ライズ”で、一般消費者を対象としたテスト
マーケティングを実施した。

販路開拓手法習得支援事業
取り組み

8
Data

○ Creema SPRING MARKET in 二子玉川ライズ　
　～ Local Select - feel NIPPON ～
日　　程：平成30年３月24日（土）～ 25日（日）
出 展 数：15事業者
場　　所：二子玉川ライズ（東京都世田谷区）

販路開拓手法習得支援事業No.8
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プロジェクト実施商工会議所

連絡先一覧

東
北 久慈商工会議所

〒028-0065　岩手県久慈市十八日町1-45　久慈商工会館
Te l：0194-52-1000
Fax：0194-52-1051
http://kujicci-iwate.jp/

横手商工会議所
〒013-0021　秋田県横手市大町7-18　
Te l：0182-32-1170
Fax：0182-33-5642
http://www.yokotecci.or.jp/

酒田商工会議所
〒998-8502　山形県酒田市中町2-5-10　
Te l：0234-22-9311
Fax：0234-22-9310
http://www.sakata-cci.or.jp

長井商工会議所
〒993-0011　山形県長井市館町北6-27　
Te l：0238-84-5394
Fax：0238-88-3778
http://www.nagai-cci.or.jp/

北
海
道

札幌商工会議所
〒060-8610　北海道札幌市中央区北1条西2
Tel：011-231-1332
Fax：011-222-5215
http://www.sapporo-cci.or.jp/

稚内商工会議所
〒097-0022　北海道稚内市中央2-4-8　
Te l：0162-23-4400
Fax：0162-22-3300
http://www.wakkanai-cci.or.jp/

紋別商工会議所
〒094-0004　北海道紋別市本町4-1-16　紋別経済センター
Te l：0158-23-1711
Fax：0158-23-3611
http://www.mon-cci.or.jp

富良野商工会議所
〒076-0031　北海道富良野市本町7-10　
Te l：0167-22-3555
Fax：0167-22-3120
http://www.furano.ne.jp/furano-cci/

登別商工会議所
〒059-0012　北海道登別市中央町5-6-1　
Te l：0143-85-4111
Fax：0143-85-4199
http://www.noboribetsu.cci.or.jp

北
陸
信
越

十日町商工会議所
〒948-0088　新潟県十日町市駅通り17番地　
Te l：025-757-5111
Fax：025-752-6044
http://www.tokamachi-cci.or.jp

氷見商工会議所
〒935-0013　富山県氷見市南大町10-1　
Te l：0766-74-1200
Fax：0766-74-3511
http://www.ccis-toyama.or.jp/himi/

珠洲商工会議所
〒927-1214　石川県珠洲市飯田町1-1-9　
Te l：0768-82-1115
Fax：0768-82-1608
http://www.suzu.co.jp/

上田商工会議所
〒386-8522　長野県上田市大手1-10-22　
Te l：0268-22-4500
Fax：0268-25-5577
http://www.ucci.or.jp/

伊那商工会議所
〒396-8588　長野県伊那市中央4605-8　
Te l：0265-72-7000
Fax：0265-73-7766
http://www.inacci.or.jp/

関
東 ひたちなか商工会議所

〒312-8716　茨城県ひたちなか市勝田中央14-8　
Te l：029-273-1371
Fax：029-275-2666
http://www.hcci.jp

鹿沼商工会議所
〒322-0031　栃木県鹿沼市睦町287-16　
Te l：0289-65-1111
Fax：0289-65-1114
http://www.kanumacci.org/

日光商工会議所
〒321-1262　栃木県日光市平ケ崎200-1　
Te l：0288-30-1171
Fax：0288-30-1172
http://www.nikkocci.or.jp

桐生商工会議所
〒376-0023　群馬県桐生市錦町3-1-25　
Te l：0277-45-1201
Fax：0277-45-1206
http://www.kiryucci.or.jp/

川越商工会議所
〒350-8510　埼玉県川越市仲町1-12　
Te l：049-229-1810
Fax：049-225-2101
http://www.kawagoe.or.jp/

蕨商工会議所
〒335-0004　埼玉県蕨市中央5-1-19　
Te l：048-432-2655
Fax：048-444-1785
http://www.warabicci.org/
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東
海 大垣商工会議所

〒503-8565　岐阜県大垣市小野4-35-10　大垣市情報工房
Te l：0584-78-9111
Fax：0584-78-9112
http://www.ogakicci.or.jp/

高山商工会議所
〒506-8678　岐阜県高山市天満町5-1　
Te l：0577-32-0380
Fax：0577-34-5379
http://www.takayama-cci.or.jp/

名古屋商工会議所
〒460-8422　愛知県名古屋市中区栄2-10-19　
Te l：052-223-5611
Fax：052-231-6768
http://www.nagoya-cci.or.jp/

蒲郡商工会議所
〒443-8505　愛知県蒲郡市港町18-23　
Te l：0533-68-7171
Fax：0533-68-0339
http://www.gamagoricci.or.jp/

尾鷲商工会議所
〒519-3611　三重県尾鷲市朝日町14-45　
Te l：0597-22-2611
Fax：0597-22-2682
http://owasecci.com/

関
東 越谷商工会議所

〒343-0817　埼玉県越谷市中町7-17　越谷産業会館内
Te l：048-966-6111
Fax：048-965-4445
http://www.koshigaya-cci.or.jp/

佐原商工会議所
〒287-0003　千葉県香取市佐原ｲ525-1　
Te l：0478-54-2244
Fax：0478-55-1501
http://www.sawara-cci.or.jp/

甲府商工会議所
〒400-8512　山梨県甲府市相生2-2-17　
Te l：055-233-2241
Fax：055-233-2131
http://www.kofucci.or.jp

三島商工会議所
〒411-8644　静岡県三島市一番町2-29　
Te l：055-975-4441
Fax：055-972-2010
http://www.mishima-cci.or.jp/

関
西 大野商工会議所

〒912-0083　福井県大野市明倫町3-37　
Te l：0779-66-1230
Fax：0779-65-6110
http://www.ohnocci.or.jp

大津商工会議所
〒520-0806　滋賀県大津市打出浜2-1　「コラボしが21」9階
Te l：077-511-1500
Fax：077-526-0795
http://www.otsucci.or.jp/

福知山商工会議所
〒620-0037　京都府福知山市字中ノ27　
Te l：0773-22-2108
Fax：0773-23-6530
http://www.kyo.or.jp/fukuchi/

北大阪商工会議所
〒573-8585　大阪府枚方市大垣内町2-12-27　
Te l：072-843-5151
Fax：072-841-0173
http://www.kitaosaka-cci.go.jp/

伊丹商工会議所
〒664-0895　兵庫県伊丹市宮ノ前2-2-2　
Te l：072-775-1221
Fax：072-775-1223
http://www.itami.jp/

中
国 備前商工会議所

〒705-8558　岡山県備前市東片上230　
Te l：0869-64-2885
Fax：0869-63-1200
http://www.bizencci.or.jp

府中商工会議所
〒726-0003　広島県府中市元町445-1　
Te l：0847-45-8200
Fax：0847-45-5110
http://www.fuchucci.or.jp/

庄原商工会議所
〒727-0011　広島県庄原市東本町1-2-22　
Te l：0824-72-2121
Fax：0824-72-6608
http://www.shobara.or.jp

柳井商工会議所
〒742-8645　山口県柳井市中央2-15-1　
Te l：0820-22-3731
Fax：0820-22-8811
http://www.yanaicci.or.jp
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九
州
・
沖
縄

久留米商工会議所
〒830-0022　福岡県久留米市城南町15-5　
Te l：0942-33-0211
Fax：0942-33-0933
http://www.kurume.or.jp

飯塚商工会議所
〒820-8507　福岡県飯塚市吉原町6-12　
Te l：0948-22-1007
Fax：0948-22-0007
http://www.iizuka-cci.org

八女商工会議所
〒834-0063　福岡県八女市本村425-22-2　
Te l：0943-22-5161
Fax：0943-22-5164
http://www.yamecci.or.jp

朝倉商工会議所
〒838-0068　福岡県朝倉市甘木955-11　
Te l：0946-22-3835
Fax：0946-22-5166
http://www.asakuracci.com

佐世保商工会議所
〒857-8577　長崎県佐世保市湊町6-10　
Te l：0956-22-6121
Fax：0956-25-8616
http://www.sasebo-cci.or.jp

松浦商工会議所
〒859-4501　長崎県松浦市志佐町浦免1807　
Te l：0956-72-2151
Fax：0956-72-0199
http://www.e-matsuura2.jp/cci/

浦添商工会議所
〒901-2567　沖縄県浦添市勢理客4-13-1　浦添市産業振興センター・結の街2階
Te l：098-877-4606
Fax：098-877-4677
http://www.urasoe-cci.or.jp/
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